
＜解 説＞ 
１ 遺言と遺言執行者 

 相談者は妻子、両親に先立たれているため、相続人は第三順位である弟だ

けです。そのため、何も手続きを取らずに相談者が亡くなれば、弟が単独で

相続することになります。そのため、Ｘにすべての財産を渡すためには、そ

の旨の遺言書を作成する必要があります。さらに遺言書に遺言執行者として

友人を記載しておけば、遺贈の手続きは全て友人自ら行うことができるよう

になります。注意しなければならないのは、遺言執行者は、相続人への遺言

の内容の開示や、財産目録の作成などの義務負っているということです。そ

れらの義務を怠ると、相続人である弟から義務違反を問われるおそれがあり

ます。なお、法律上、弟には遺留分がありませんので、遺留分侵害額を請求

される心配はありません。 

 

２ 任意後見契約 

 任意後見契約は、委任者である相談者が将来認知症等になって財産管理が

難しくなった場合に備え、あらかじめ後見人となってもらう人に委任してお

くという契約です。この契約は公正証書で作成する必要があり、委任する事

項や報酬等の契約の内容は、受任者であるＸとの協議で自由に設定すること

ができます。なお、任意後見契約は、委任者が認知症等になり、家庭裁判所

が任意後見監督人を選任したときに発効し、任意後見監督人の監督の下、身

上監護、財産管理を行うことになります。なお、相談者が認知症等にならず

に亡くなった場合は、任意後見契約が発効せずに終了することになります。 

 

３ 死後事務委任契約 
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Ａ 「遺言書」を作成して、Ｘを遺言執行者に指定しておくとよいでしょう。それに加えてＸと

「任意後見契約」「死後事務委任契約」をすることにより、ご自身の現在から死後に至るまで

の手続きをＸに任せることができます。契約に当たっては、依頼する内容等についてよく話し

合い、できるだけＸと弟との間で争いにならないようにすべきでしょう。 

１ 相談の現場から ～ 知っておきたい あんなこと こんなこと 

 

Ｑ  私は今年で８０歳になりますが、妻子に先立たれ、孫はおらず、両親も既に他界していま

す。私には弟が一人いますが、以前から仲が悪く、私が死んでも葬式等に関わって欲しくな

いし、財産も一切渡したくありません。私の死後、私の財産は全て友人Ｘに遺贈したいと考

えています。私が認知症になってしまった場合の財産管理や、葬式や永代供養を含めた死後

の手続きをＸにしてほしいと考えているのですが、どのようにすればよいのでしょう。 

人生の最期を看取ってくれる人がいないと不安だよね・・・。死後の自分

の財産の行き先、お葬式や納骨の方法などについて生前に決めておけば少し

は安心だと思うけど、どうすればいいんだろう？ 

【死亡届】 

人が死亡したとき

は、市区町村役場

に死亡届を出すこ

とにより、火葬・

納骨等の手続きを

することができる

ようになります。

死亡届を出せる人

は「親族，同居

者，家主，地主，

家屋管理人，土地

管理人等，後見

人，保佐人，補助

人，任意後見人，

任意後見受任者」

に限定されている

ため、任意後見契

約をすることで不

仲な親族に関わら

ず、受任者に死亡

届を出してもらう

ことができます。 



 

自身の死後に発生する事務を、あらかじめ特定の人に委任する契約を死後

事務委任契約といいます。 

具体的には、葬式や永代供養の手続き、入院費・入所費等の未払い分の支

払い、親族や友人等への連絡、遺品の整理等、遺言の内容と抵触しない範囲

で自由に契約の内容を決めることができます。死後事務委任契約書は任意の

書式で作成することもできますが、その契約の有効性などで親族との争いに

ならないように、任意後見契約書と合わせて公正証書で作成することが望ま

しいと考えます。 

 

４ 友人Ｘの受贈者としての地位 

 Ｘが相談者から全ての財産の遺贈を受けることは「包括遺贈」にあたり、

Ｘは相続人と同一の権利義務を有することになります。財産の内容を特定し

た「特定遺贈」と異なり、例えば相談者の死亡時に借金等があった場合は、

それらの負債も相続人同様に引き継ぐことになりますので注意が必要です。 

 

５ まとめ 

 今回は友人に自身の生前から死後までの全てを任せたいという相談でした

が、遺言執行、任意後見、死後事務は専門的な知識を要する場面も多々ある

ため、トラブルを防ぐためにも、費用はかかりますが、司法書士等の専門家

に全て任せるというのも一つの手です。また、遺言や契約の内容について

も、記載漏れがあると取り返しのつかないことになりかねませんので、まず

はお近くの司法書士にご相談ください。 
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【電話相談】…予約は 不 要 です 

・月曜日～金曜日の１４時～１７時 

※火曜日は成年後見に関する専門の相談員が担当しています 

 ・電話相談は ☎ ０５４－２８９－３７０４ 

※他の相談者の関係から、相談時間は一人３０分程度となりますので、ご了承ください。 

【面談相談】…予約が 必 要 です 

 ・ご予約は ☎ ０５４－２８９－３７００ 

 ・面談会場は 

  〈静岡会場〉静岡県司法書士会館  …毎 週（火・金）１４時～１７時 再開調整中 

〈浜松会場〉浜松市福祉交流センター…毎 週  （木）１４時～１７時 ７月 ２日より再開 

〈三島会場〉三島商工会議所    …毎 週  （火）１４時～１７時 ７月 ７日より再開 

〈下田会場〉下田市民文化会館   …毎月 第３（金）１３時～１６時 ７月１７日より再開 

〈細江会場〉浜松市北区役所    …毎月 第１（水）１３時～１６時 ８月 ５日より再開 

〈天竜会場〉浜松市天竜区役所   …毎月 第１（水）１３時～１６時 ８月 ５日より再開 

※他の相談者の関係から、相談時間は一人３０分程度となりますので、ご了承ください。 

 
 

○相続した不動産の名義を変更したい   ○敷金・賃料トラブルで困ってる 

○借金がいっぱいでどうしたらいいのか  ○相続問題はどうしたらいいのか 

○親族が認知症で困っている       ○お金のトラブルで困っている 

○新しく会社を設立したい        ・・・・・など 

こんな内容で困っている方 

そんな時は、迷わずご相談ください！ 電話や面談で対応します！ 

遺言で葬式の

ことを書いても

法的効力は無

いよ！だから

契約をしておく

んだね！ 

司法書士に任

せて安心！ 

下記のとおり面談相談の一部再開が決まりました。 


